
人が作品 に出会っ てまずそ れから得 る情報と 言ったら 、普通タ イトルで あろう。 そん な 大

事なタイ トルを作 家たちは どのよう に決める のか気に なってい たので、 この機会 にな ぜ 森

鴎外が「 舞姫」と いうタイ トルをこ の作品に つけたの か考えて みた。  

   作品 中で主人 公の豊太 郎がエリ スのこと を「舞姫 」と呼ん でいるこ とから、 この 物 語

の超重要 人物であ るエリス のことを タイトル につけた のではな いかとい うことが 簡単 に 考

えつく。  

   しか し、僕の 考えた結 論から言 うと、も ちろん「 エリス＝ 舞姫」で もあるが 、主 要 登

場人物す べてが何 かしらに 踊らされ ているか らタイト ルが「舞 姫」なの ではない かと い う

ことであ る。  

   この 作品の主 要な登場 人物は豊 太郎、エ リス、相 沢である 。  

   まず エリスか ら考えて みると、 エリスは 職業が舞 姫である 。しかし 、それだ けで は な

い。エリ スは偶然 公園で出 会った豊 太郎に心 を惹かれ 、そして 捨てられ 、そのシ ョッ ク か

ら精神を 狂わされ る。つま り、豊太 郎に踊る に踊らさ れたのだ 。  

  

  次に 、豊太郎。まず豊太 郎は、日 本を出る まで母の 期待、官 庁の期待 によって「ま こ と

の我」を 抑えられ ていた。 ドイツで もエリス に心を奪 われ、そ のせいで 職も失い 、そ し て

相沢にそ の仲を壊 され、エ リスを狂 わされ、 帰国して からもそ の後悔と 相沢に対 する 恨 み

を持って 生きてい かなくて はいけな くなった 。つまり 、母親に  

、官庁に 、エリス に、相沢 に人生を めちゃく ちゃにさ れた、踊 るに踊ら されたの だ。  

   そし て、相沢 。一見、 彼は人間 的に出来 ていて、 順風満帆 の人生で あり、何 に踊 ら さ

れている わけでは ないよう に思える 。  

   しか し、この 手記を書 いた豊太 郎の視点 から考え てみる。  

   まず 相沢が豊 太郎と昼 食を共に したとき 、相沢は 豊太郎に 「自分の 社会的な 立場 の た

めにもエ リスと別 れろ」と 勧める。 しかし豊 太郎はそ れを受け て、「そ んなこと を言 わ れ

ても捨て がたきは 愛」と思 う。 (以 上 P286～ P287 よ り ) 

   次に 豊太郎が 伯と共に ロシアに 行ったと き、豊太 郎は「わ が舌人た る～落と した り 」

(P28 9L7 より )と述 べている 。これは宮 廷社会な どに携わ ることは よいこと ではない と考 え

ていると もとれる 。  

   この ふたつよ り、豊太 郎は愛を 捨て、社 会的身分 の高い場 で働くこ とをあま り良 し と

していな いとわか る。  

   そし て、豊太 郎が伯に 帰国を勧 められて いるとき 、豊太郎 は「本国 に帰り～ 告げ ざ り

しか」(P2 92L7 より )と述べて いる。こ のことか ら豊太郎 は相沢の ことを仕 事だけの 人間 と

見ている とわかる 。  

   これ らより豊 太郎から 見ると、 相沢は社 会的立場 に踊らさ れている とわかる 。  

   以上 よりこの 物語の主 要登場人 物はみな なにかに 踊らされ ていると いえる。 そし て 主



人公が心 を奪われ る女性の 仕事が舞 姫なので 、森鴎外 はこの話 のタイト ルを「舞 姫」 に し

たのでは ないかと 僕は考え る。  


